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にほん くに ほとけ おし 

むかし 日本の 国に、 はじめて 仏 さまのお 教えが、 

が い こく つた き じぶん はなし 

外国から 伝わって 来た 時分のお 話 でございます。 

だい だい てんし ようめ いてんのう もう あ 

第三 十 一 代の 天子 さま を 用 明 天皇と 申し上げました。 

てんのう こうたいし じぶん きさき 

この 天皇が まだ 皇太子で おいでになった 時分、 ぉ妃 

あなと ベ まひと おうじょ かた ばん ごらん 

の 穴 太 部の 真人の 皇女と いう 方が、 ある 晚 御覧 になつ 

ゆめ からだ こんじき ひかり はな 

たお 夢に、 体 じゅうから きらきら 金色の 光 を 放って、 

とうと ようす ぼう あらわ 

なんとも いえない 貴 い 様子 をした 坊さんが 現れて、 

きさき む 

お 妃 に 向かい、 

にんげん くる すく よ よ 

「わたし は 人間の 苦しみ を 救って、 この 世の中 を 善く 



i は、 お釈迦 さまのお 亡くなり になった 御 涅槃の 日で 

したが、 二 歳に なった ばかりの 太，. 子 は、 かわいらしい 

リ ようて あ にし ほう そら む 

両手 をお 合わせに なり、 西の方の 空に 向かって、 

なむし やかぶ つ 

「南無 釈迦 仏。」 

とお 唱えに なった ので、 おつきの 人た ち は みんな 

びっくりして しまいました。 

たいし さい とき ちょうせん くに 

太子が 六 歳の 時でした。 はじめて 朝鮮の 国から、 

ほとけ きょう けんじょう 

仏 さまのお 経 をた くさん 敝上 してまい リ ました。 

ひたいし てんし まえ 

すると ある 日 太子 は、 天子 さまのお 前へ 出て、 

がいこく きょう 

「外国から お経が まいった そうで ございます。 わた 

くしに 読ませて 頂きとう ございま すご 



びっくりして^ f けて 行こうと なさい ました。 印 羅はぁ 

わて て 履 も はかず 駆け出し てお 後 を 追い かけました。 

たいし まえ じ 

そして 太子の 前の 地び たにべ つ たり ひざ を つ いたま ま 

うやうやしく、 

きょうら いぐ ぜ かんぜおん ぼさつ みょうき ようる づ うとう ほうに っぽん こく 

「敬礼 救世 観世音 菩薩。 妙教 流通 東方 日本 国。」 

もう に ちら からだ こうみょう さ 

と 申します と、 日羅の 体から 光明が かつと 射し ま 

たいし ひたい しろ ひか リ さ 

した。 そして 太子の 額から は 白い 光が きらり と 射し 

に ちら い ことば にんげん よ くる 

ました。 日羅の 言った 言葉 は、 人間の 世の 苦しみ を 

すく くだ かんぜおん ぼさつ たぴ ひがし は 

救って 下さる 観世音 菩薩に、 そして この度 東の 果て 

にほん くに おう う ほとけ おし 

の 日本の 国の 王 さまに 生まれて、 仏の 教え を ひろめ 

くだ かた もうあ 

て 下さる お 方に、 つつしんで ご あいさつ を 申し上げ ま 



い み 

すと いう 意味で^ J ざいます。 

〜こヽ 1ン こ. -3 1 り も 一つ あ 

大きく おなりに なると、 太子 は 日羅の 申し上げ たよ 

ほとけ おし にほん くにじゅう 

うに、 仏の 教え を 日本の 国中に おひろめ になり まし 

がいこく おし もの 

た。 はじめ 外国の 教え だと いってきら つていた 者 も、 

たいし いんがおうほう と 

太子が ねっしんに 因果応報 という ことの わけ を 説いて、 

こん ゴレ ^〈- おわ ま- ス 

一 人間の いのち は 一代 だけで 終る もので はない。 前の 

よ よ のち よ だい 

世と この 世と 後の世と、 三代 も つづいて いる。 だから 

まえ よ わる よ むく 

前の世で 悪い こと を すれば、 この 世で その 報いが くる。 

よ つみ つぐな のち 

けれど この 世で いいこと をして その 罪 を 償えば、 後 

よ こうふくむ く ほとけ 

の 世に はきつ と 幸福が 報って くる。 だから だれも 仏 

さま を 信じて、 この 世に 生きて いる 間た くさん いい 



不思議な 事が ありました。 ある 時 甲斐の 国から 四 足の 

しろ ま くろ こうま ぴ きちょうて い けんじょう 

白い、 真っ黒な 小馬 を 一匹 朝廷に 献上いた しました。 

たいし うま ごらん よろこ 

太子 はこの 馬 を 御覧に なると、 たいそうお 喜びに なつ 

て、 

うま の くにじゅう ひと こ 

「この 馬に 乗って 国中 を 一 めぐりして 来よう ご 

ちょうし まる めしつか ことね り 

とおつ しゃって、 調 使 丸と いう 召使いの 小 舎 人 をく 

うし の うま せ の 

らの 後ろに 乗せた まま、 馬の 背に 乗って、 そのまます 

うつと 空の 上へ 飛んで お行きに なりました。 下界で は、 

「 岁 IT ま れ II 

さわ たいし やまと くにばら 

といって 騒いで いるう ちに、 太子 はもう 大和の国 原 

あと のこ しなの くに こし くに こし くに 

を はるか 後に 残して、 信 濃の 国から 越の 国へ、 越の 国 



そと 

もまる で 外へ お出に ならない ことがあ りました。 いつ 

ひとばん こも あ す あさ 

も はー晚 ぐらいお 籠りに なっても、 明日の 朝 はきつ と 

で とうと はなし 

お出 ましに なって、 みんなに いろいろと 尊い お 話 を 

きよ-つ おも 

なさる のに、 今日は どうした もの だろうと 思って、 お 

きさき しんぱい こ ま くに 

妃 はじめお そばの 人た ちが 心配し ますと、 高麗の 国 

き え じ ぼう さんまい じょう い 

から 来た 恵 慈と いう 坊さんが、 これ は 三昧の 定 に 入 

いっしん ほとけ いの 

ると いって、 了 心に 仏 を 祈 つてお いでになる の だろ 

うから、 おじ やま をし ないほう がいいと いって 止め ま 

した。 

ようか あさ たいし ゆめ どの で 

するとち ようど 八日め の 朝、 太子 は 夢 殿から お出 ま 

しにな つ て、 



はし ふる ほけきょう かん と 

を 走って おいでになって、 古い 法華経の 一巻 を 取って 

おいでになりました ご 

と 言 つたそう で > ざいます。 

たいし きさき かしわで きみ 

太子のお 妃は 膳臣の 君と いって、 それ はたい そう 

賢くて お 美しい 方でした から、 御 夫婦のお 仲 もお む 

とき たいし きさき 

つまし ゆう ございました。 ある 時 ふと 太子 はお 妃に 

向か つ て、 

まえ ながねん き まえ 

「お前と は 長年 いっしょに くらして 来たが、 お前 はた 



ひとこと ことば そむ 

だの 一 言 も わたしの 言葉に 背かなかった。 わたしたち 

おも 、1 

はし あわせで あつたと 思う。 生きて いるう ちそうで 

あつたから、 死んで から も 同じ 日に、 同じお 墓の 中に 

ほうむ 

葬られた いもの だ ご 

きさき なみだ なが 

とおつ しゃいました。 お 妃は涙 をお 流しに なりな 

がら、 

「どうして そんな 悲し いこと を おっしゃ るので ござい 

ます か。 このさき 百年 も 千年 も 生きて いて、 おそば に 

仕えたい と、 わたくし は 思って いるので ございま すの 

こご 

とおつ しゃいました。 けれども 太子 は 首 をお ふりに 



なって、 

ま _じ おわ う 

「いやいや、 初めが あれば 終りの ある もの だ。 生まれ 

かなら し き にんげん 

たもの は 必ず 死ぬ に 極まった もの だ。 これ は 人間の 

さ だ みち 

定まった 道で しかたがない。 わたし もこれ までい ろい 

すがた たびたび にんげん よう か 

ろの ものに 姿 を かえ、 度々 人間の 世に 生まれ変わつ 

き ほとけ みち 

て 来て、 仏の 道 を ひろめた。 とうとうお しまいに こ 

にほん こく おうじ う き ほとけ みち あとかた 

の 日本 国の 皇子に 生まれて 来て、 仏の 道の 跡 方 もな 

ところ ほっけ たね ま しごと 

い 所に 法 華の 種 を 蒔いた。 わたしの 仕事 もこれ で 

できあ なが 

出来上が つたの だから、 この 上 永く、 むさくる しい 

にんげん よ す おも 

人間の 世の中に 住んで いようと は 思わない ご 

はなし きさき 

としみ じみと お 話 をなさい ました。 ぉ妃 はなおな 



かたお かや ま ことば かぶ 

「しなて る や」 というの は、 片岡 山と いう 言葉に 冠せ 

かざ まくらことば うた い み かたお かや ま ごはん 

た 飾りの 枕 言葉で、 歌の 意味 は、 片岡 山の 上に 御飯 も 

た うね たび おとこ 

食べずに 飢えて 寝て いる 旅の 男が あるが、 かわい そ 

おや きょうだい み うえ 

うに、 親 も 兄弟 もない、 かなしい 身の上な のであろう 

かとい うのです。 

とき ね あたま 

すると その 時、 寝て いた こじきが、 むくむ くと 頭 を 

あげて、 

レ 力る 力 

「斑鳩 や 

とみ おがわ 

富の 小川の 

絶えば ザ J そ 

わ おおきみ 

我が 大君の 



御名 を 忘れめ ご 

と 御 返歌 を 申し上げ たといい ます。 

うた いかるが とみ おがわ 

歌の 中に ある 「斑鳩」 だの、 「富の 小川」 だのと いう 

たいし す やまと くに 

の は、 いずれも 太子のお 住まいに なって いた 大和の国 

なら ちか ところ な とみ おがわ なが た 

の奈 良に 近い 所の 名で、 その 富の 小川の 流れの 絶え 

たいし きょう なさ 

てし まう こと はあろう とも、 太子 さまの 今日のお 情け 

わす とき 

をけ つして 忘れる 時 は ございません というので ござい 

ま ^9 

たいし なら きょう かえ 

さて 太子 は奈 良の 京へ お帰りに なり ましたが、 そ 

あと かたお かや ま し 

の 後で 片岡 山の こじき は、 とうとう 死んで しまい まし 

たいし き なげ 

た。 太子 は それ をお 聞きに なって、 たいそう お嘆きに 



こんや かぎ よ さ おも 

したち は 今夜 限り この 世 を 去ろうと 思う ご 

とお 言いに なりました。 

たいし きさき ゆ め あたら 

そして 太子と お 妃とは その 日お 湯 を 召し、 新しい 

びゃくえ き か ふたり ゆめ ど の はい 

白衣に お着替え になって、 お 二人で 夢 殿に お入りに な 

りました。 

あ ひ あさ た ） ' り 

明くる日の 朝、 いつまでもお 二人ともお 目 ざめ にな 

ふしぎ おも 

らな いので、 おそば の 人た ちが 不思議に 思って、 そつ 

と 御堂の 中に 入って みます と、 お 二人 はま くら を 並べ 

やす 

たま ま、 それ は それ は 安らかに、 まるでい つもす やす 

やす ごようす いき ひ と 

やお 休みに なって いるよう な 御 様子で、 息 を 引き取つ 

からだ たか 

ておいで になり ました。 お 体から はぶん と 高く、 か 
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